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【記載上の注意】 

◎ あっせん委員会は、貴行の申立てについて、「あっせん申立書」に記載され

た内容にもとづいて適格性の審査を行います。記載に当たっては、次の１．

～３．の事項に注意してください。

１．「申立ての趣旨」について 

貴行がどのような解決を求めているのかを、具体的かつ明瞭に記載する。 

また、そのような解決を求める理由や根拠等も併せて記載する。 

２．「紛争の要点」について 

（１）「紛争の原因となった事実関係」は、顧客との間でトラブルとなった事案

の発生から、現在に至るまでの経過を時系列に沿って記載する。 

（２）「相手方顧客との交渉経過」は、顧客から申立てられた苦情の受付から、

現在に至るまでの顧客とのやりとりを時系列に沿って記載する。 

（３）「事実関係についての当行と相手方顧客との主張の対立点」は、貴行と顧

客との間でお互いの主張がどのように食い違っているのか、争点ごとに整

理して記載する。 

３．「資料・証拠書類」について 

（１）貴行の申立ての趣旨の裏付けとなる資料や証拠書類をできる限り提出す

る。 

（２）資料や証拠書類は、原本または写しのどちらでも差し支えないが、誰が

いつ作成したものであるかを明確にする。 

４．その他の留意事項 

あっせん委員会は、「あっせん申立書」の記載内容の趣旨について詳しい説

明を求め、資料・証拠書類の追加提出を依頼することがあります。予めご了

承ください。 


